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新聞を使った授業11

気になる記事コーナー25

　２月18日（火）に第２回学校保健・食育委
員会があり，生徒の保健・食育委員会の代
表２名が，委員会の活動報告を行いまし
た。
　生徒たちが取り組んだのは，給食の献立
作りで，１年生が主食の「さつまいもご飯」，
２年生が汁物「ぬっぺ汁」，３年生が主菜の
「豚肉の生姜焼き」と副菜の「小松菜のサラ
ダ」の２品を考えた様子を動画を交えて紹
介しました。
　献立を考える際の参考にしたのは，新聞

に掲載されてる料理やレシピの
紹介コーナーだそうです。生徒た
ちは，「栄養のバランスを考える
のが大変だった。普段から考え
ている栄養教諭の先生や母親は
すごいと思った」と感想を述べて
いました。
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読売新聞　２月18日（火）

　今回の気になる記事は，読者の投稿コーナーです。読売新聞には投書コー
ナーがあり，その中に「U－２５」という若者の声を集めたコーナーがあります。
　1つ目は，身だしなみなんてどうでもいいと考えていた中学生（13歳）の塾で
のエピソードです。彼は，塾の先生に「中学は大変そうだ。つらそうなのが服
に表れている」と言われ，日々の生活が「服装を整えることすらできないほど
必死だった」ことに気づかされ，以後，服装を整えるようになったそうです。同
じことでも「なんて」と考えるか，「すら」と考えるかで，大きく違ってきます。皆さ
んも，注意されてしぶしぶ行動するのではなく，そんなことすらできていない自
分に気づいて自分から行動するようにしましょう。
　２つ目も中学生（14歳）の投稿。彼女は，読者に日常会話が単調になってい
ませんかと問題を投げかけています。「美しい」とことを表現するにも「やばい」
「超キレイ」などの言葉は使わずに，「優美（ゆうび）」「きらびやか」「麗（うる
わ）しい」などを使うと印象が違ってきます。彼女は，メールなどのやり取りの
増える時代だからこと多彩な日本語の表現を知るべきだと主張しています。
まさに，大和撫子ですね。


